
いろんなアルバイトと
部活、同好会に明け暮れた4年間

　私は生まれも育ちも鹿児島。ただ、
九州に居続けるつもりはなくて、どう
しても東京の大学に行きたかったんで
す。父親に相談したら、「一番学費の安
い大学を探せ」と。調べたら、当時は
専修大学が一番だったんです。「歴史
がある大学だし、専修大学なら行って
もいいぞ」と言われたので、絶対に合

格するんだって必死に勉強しましたね。
　東京に出てきてからは、とにかくあ
ちこちに遊びに行きましたよ。「これ
が新宿か！」なんて言いながらね、同
じく地方出身の連中同士でつるんで遊
んでばかりいました。田舎育ちだから、
東京はどこに行っても刺激的。振り返
っても、やれる遊びは全部やった気が
します。歌舞伎町の飲食店でぼったく
られて交番に駆け込んだのも、今とな
ってはいい思い出ですよ（笑）。

志は高く、常に前向きに。
「面白く生きる」気持ちが大事です

今やほとんどの人が、財布の中に

1枚は持っている「ポイントカード」。

そのポイントカードの礎を築いたのが、
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　大学の4年間は、ひたすらアルバイ
トをしていました。当時一番お金にな
ったのが、ちり紙交換の仕事。段ボー
ルや新聞紙を回収しては業者に売るん
ですが、仕送りが月に1万5000円の時
代に、毎月5万円は稼いでいました。
最初は向ヶ丘遊園の近くの先輩の下宿
先に転がり込んだんですが、2年の時
に自分で稼いだお金で千歳烏山のマン
ションに引っ越したことをよく覚えて
います。
　高校までずっとサッカーをやってい
たので、大学でもサッカー同好会に入
りました。あとは、誘われて同好会の
探検部にも出入りしていましたね。入
ったばかりの頃は一番下っ端でしたか
ら、先輩達の分の40㎏くらいある荷物
を担いで2泊、3泊と沢登りなんかに出
掛けたり。たくさん友達もできて、本
当に楽しい4年間でした。
　勉強ですか？　あまり記憶にないな
あ（笑）。私は決して頭が良かったわ
けではないのですが、体育会の友人が
多くてね、彼らに単位を取らせるため
にあの手この手を考えたり。それも楽
しかったですよ。

たくさんの人と出会い、
長くお付き合いができる人生を

　うちの親父は地元でよろず屋みたい
な商売をやっていて、実はブルーチッ
プの加盟店だったんです。だから「集
めて貼って、カタログから欲しい物を
もらう」という仕組みは当然知ってい
ました。とはいえ、どんな仕事をする
ところかはよく分かっていませんでし
た。それでも馴染みがあったブルーチ
ップに入社することにしました。

仕事も人生も楽しさ10倍！

夢を実現する一流のテクニック
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友人と九州一周自転車
旅行の際に。別府、阿
蘇山にて撮影した懐か
しい一枚（ともに水色
のシャツ＆ブルージー
ンズが宮本さん）。

地域の小売業を盛り上げ
流通業界の発展に貢献したい

　私どもの事業は、何かモノを売る商
売ではありません。地域の小売業が盛
り上がったり、中小企業が活性化する
ことが、私たちのビジネスチャンスに
もつながります。ですから、我々がで
きることで地域のためにお役に立ちた
いという思いは常に持っていますね。
　先日、若い社員たちに話したんです。
「いきなり！ステーキ」というお店が
ありますよね。世の中にステーキを売

　これは極端な例かもしれません。し
かし、できることは精一杯やる、簡単
に諦めてはいけない、常に前向きに、
それが信条になった一つの大きな分岐
点かもしれません。
　生きていくうえで大事なことは、志
を高く持つこと。常に前向きに考える
こと。そして、高杉晋作の辞世の句で
はないですが、「面白く生きる」とい
う気持ちを忘れない。この３つは、で
きれば若い人に伝えていきたいことで
す。
　同世代に対しては、やっぱり「元気
なおじさん、おばさん」になっていこ
うよ、と言いたいですね。お金なんて
そんなになくても生活できるんですか
ら、まずは元気に人生を過ごしてほし
い。あとは、「人生の友達」を大切に
してほしいということです。年をとっ
てから新しい友達をつくるのは意外と
難しいじゃないですか。でも、仕事を
離れた時に、旅行でもゴルフでも何で
もいいんですが、楽しい時間を一緒に
過ごせる仲間がいると、人生がより豊
かになると思うんです。そういう時に、
校友の存在というのは貴重なんですね。
これからも大切にしていきたいと思っ
ています。　　　　　　　　　　 （談）

るお店は昔からありました。でも、考
え方と提供の仕方を工夫して、あんな
に人気のお店になったんです。私たち
が進めている事業に「とくし丸」とい
うものがあります。車を使った移動ス
ーパーです。これだって、昔からあっ
た移動販売のスタイルを踏襲していま
す。それが今や全国で400台に迫る勢
いで急成長中です。
　こうやって、やり方や考え方をちょ
っと変えるだけでビジネスチャンスは
いくらでも広がるんですよ。逆にそう
いうシフトチェンジができなくて低迷
しているところが、今の日本には本当
に多いと感じます。だから、新しいこ
とはどんどん提案して、それがお客様
に満足していただけるものなら積極的
にやっていこうと。経営者としてはそ
んなことを考えています。

「人生の友達」を
大切にしていきたい

　辛い時だって、もちろんありますよ。
ですが、そういう時こそ「自分には運
があるんだ」と徹底的に前向きに考え
るようにしています。どんな修羅場に
なっても絶対に何とかなる。その気持
ちは誰よりも強い自信があります。
　若い頃の話ですが、他社とのコンペ
ですごく自信があったのに負けてしま
ったことがありました。以前から取引
があったお客様で、どうしても諦めき
れなかったんです。それで思い立ち、
相手方の社長に直接手紙を書いて、自
宅まで持っていったんです。とにかく
気持ちを知ってもらおうと思ってね。
奥様に名刺と一緒に渡して帰ってきた
んですが、数日後にその社長から連絡
があり、一度来なさいと言っていただ
けた。すると、喧嘩両成敗ではないで
すが、そのコンペの案件の一部をブル
ーチップでやってみなさいとチャンス
をもらえたんですよ。

　最初の赴任地は高知。そこで女房と
知り合って一緒になるわけですが、彼
女に言わせると、私はその頃から「将
来はブルーチップで社長になるんだ」
と言っていたんだそうです。私自身は
まったく覚えていないんですよ。「社
長になるっていうからあなたと結婚し
たんだ」なんて言われたりね（笑）。
　入社して45年。ありがたいことに、
私は仕事でお世話になった方々とのお
付き合いが非常に長いんです。若い頃
に一緒に仕事をさせてもらった方が、
その後にスーパーマーケットの役員に
なられたりしてね。それで相談したり
なんかすると、すぐに助けていただい
たり。人脈に救われたことは数知れず。
本当に人に恵まれている人生だと感じ
ています。
　たとえば以前、新しいビジネスとし
てベトナムでどら焼き屋をやろうとい
うことになったんです。現地で粉を仕
入れて生地を焼こうとするのですが、
全然膨らまない。クレープみたいにな
ってしまうんです。オープンまで1カ
月を切り、これはどうしたものかと思
って知人に相談したんです。そうした
ら、昔よく一緒にゴルフをやっていた
友人が実は昭和産業の方で、しかもベ
トナムの粉の会社に出資しているとい
うんです。早速本人に連絡したら、「宮
本さん、うちが全部用意するからやっ

てみて」と言っていただけてね。おか
げで無事に出店にこぎつけることがで
きたんです。そんなエピソードはたく
さんあります。本当にありがたいこと
です。
　とにかく僕は運がいいんですよ。人
に助けられています。うちの若い社員
によく言うのは、「いろんな人に会い
なさい」ということ。「人と長いお付
き合いができるような人生を歩みなさ
い」という話もしています。
　人付き合いで私自身が心掛けている
ことは、見返りを求めないことですね。
まずは自分ができる範囲のことなら何
でもやってあげようという考えです。
だからといって、「やってあげたんだ」
とか、「かわりに何かしてもらおう」
なんて考えないこと。そうすれば、も
し私が困っている時には助けてくれる
ものなんです。これは仕事に限った話
ではありません。すごく大事なことだ
と思っています。

ブルーチップの事業のほかに
地域限定ポイントカードを発行

　社長に就任してからは、「新しいこ
とをどんどんやっていこう」と舵を取
っています。今の時代、他と同じこと
をしていても生き残っていけません。
会社は継続しなくては意味がないです
し、それを進めていくのが私の「使命」

だと考えています。
　実際のところ、ブルーチップの事業
の売上げは1％にも満たないんです。
じゃあ何をしているか。たとえば、我々
のお客様には地方の小売店の方々がた
くさんいます。地域の絆づくりを基本
にした、エリアカードの事業は大きな
軸となっています。
　一番最初に行ったのが、高知県で発
行した「ハーティカード」です。地元
のスーパーマーケットを中心に広まっ
て、現在は60万枚も流通しています。
加盟店で買い物をすればポイントが貯
まる仕組みで、その他いろいろなサー
ビスや特典が受けられます。
　あとは、北海道限定のポイントカー
ド「エゾカ」も人気で、発行数は180
万枚、提携店舗は800を超えました。
ハーティカードと同じく、買い物をす
るとポイントが貯まる仕組みで、貯ま
ったポイントで買い物をしたり、お買
い物券に交換できたり。電子マネーと
しても使えるので、1枚あれば事足り
るわけです。
　エゾカの場合、地元のサッカーチー
ム「北海道コンサドーレ札幌」と提携
していて、買い物で貯まるポイントの
一部が、チームの運営資金として寄付
される仕組みなんです。買い物を通じ
て地元を盛り上げる、そんな地域貢献
にも寄与しています。

スーパーマーケットなどの小売店とのネットワークを活
かし、ボトル持参で購入できる水素水の販売などの事業
も行っている。もちろんこれも、宮本さんが社長に就任
してから始まった事業。

「ハーティカード」「エゾカ」の加盟店紹介
やポイントサービスの内容をまとめたフリ
ーペーパー。地域の情報も充実している。

友人たちと当時の人気車・日産スカイラインでドライブ。髪型や格好が、
当時流行っていたフォークの影響を感じさせる（左が宮本さん）。
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